


















































































































































































































































































































































































































































































































































No. 39, 2012年 7月。
 3） 10月 10日現在，死者 15,871人（岩手 4,671，宮城 9,528，福島 1,606），行方不明者 2,778人，
10月 4日現在の避難者は 326,873人となっている。『毎日新聞』，2012年 10月 11日。
 4） 小出裕章，佐伯一麦，「「反原発」という人生」，『新潮 45』，2012年 5月号，新潮社，P. 99。
 5） 拙稿，「経済と技術Ⅰ」，『東北福祉大学紀要』，第 11巻，1987年 1月，P. 80。
 6） 「長期的視野を欠いた当面の利益への固執，不決断と問題の先送り，相互もたれかかりあいの
人間関係，あとは野となれ式の無責任などなど，8.15と 3.11に共通する思考と行動の特異な
様式」，笠井潔，『8.15と 3.11　戦後史の死角』，NHK出版社，2012年 9月 10日，P. 81。
 7） 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会，『国会事故調　報告書』，徳間書店，2012年 9月
30日，P. 16。
 8） 石橋克彦，「原発震災 ─ 破滅を避けるために」，再録 : 1997年 10月号より，『科学』第 81巻 7
号，岩波書店，2011年 7月，P. 708～712。
 9） 海渡雄一，『原発訴訟』，岩波書店，2011年 11月 18日，P. 65。
10） 原科幸彦，「アセス先進国なら，原発事故は ?」，『環境と公害』，SPRING2012，岩波書店，P. 1。
11） 文部科学省，『科学技術白書』平成 24年版，日経印刷，2012年 6月，P. 45。





16） 山本義隆，『福島の原発事故をめぐって』，みすず書房，2011年 8月 17日，P. 90。
17） LIONEL ROBBINS, “AN ESSAY ON THE NATURE AND SIGNIFICANCE OF ECONOMIC SCI-
ENCE”, MACMILLAN AND CO., LTD, 1932.　中山伊知郎監修，辻六兵衛訳，『経済学の本質と
意義』，東洋経済新報社，1957年，P. 25。
18） Robert Heilbroner and William Milberg, “THE MAKING OF ECONOMIC SOCIETY”, 12th edition, 
PERSON EDUCATION JAPAN, 2009.　菅原歩訳，『経済社会の形成』，（株）ピアソン・エデュケー


















24） Joseph E. Stiglitz, “The Price Of Inequality”, W.W. Norton & Company, Inc., 2012.　楡井浩一・峰村
利哉訳，『世界の 99%を貧困にする経済』，徳間書店，2012年，P. 18。




論 に 関 し て は J.A. Schumpeter, “CAPITALISM, SOCIALISM AND DEMOCRACY”, 1942, The 
President and Fellows of Harvard College, Third Edition.　中山伊知郎・東畑精一訳，『資本主義・
社会主義・民主主義』，東洋経済新報社，1962年，P. 150。
27） 「福祉国家の主要な特徴のどの一つをとってみても，いかにインフレーションを助ける傾向が
あるかを理解した。」　F.A. Hayek, “The Constitution of Liberty III”, 1960.　気賀健三・古賀勝次
郎訳，『自由の条件Ⅲ ─ 福祉国家における自由 ─』，春秋社，P. 103。「でしゃばらない小さな
政府さえ実現できれば，現代のアメリカの病はことごとく完治するにちがいない。」M. & R 











うになってしまう。」と表現している。Nicolas Georgescu-Roegen, “Economics Of Natural Re-








32） Kenneth E. Boulding, “Beyond Economics”, The University of Michigan 1968.　公文俊平訳，『経
済学を越えて』，竹内書店，P. 278。
33） D.H. Meadows, D.L. Meadows, J. Ronders, W.W. Behrens  III, “The Limits To Growth”, 1972.　大来
佐武朗監訳，『成長の限界』，ダイヤモンド社，1972年，P. 11。
34） 同上書，P. 170。
35） “World Population Projections 1994-95”, A World Bank Book, 1994, p. 4.
36） B.B. Conable, “Development And The Environment : A Global Balance”, 1818 H Street, N.W. Wash-
ington, D.C. 20433, U.S.A., 1989, P. 1.
37） 「かくしてわれわれを自然の主人にして所有者にすることができるであろう。」Rene Descartes,
“Discours de la methode”, 1637.　山田弘明訳，『方法序説』，ちくま学芸文庫，2010年，P. 93。
38）Adam Smith, “AN INQUIRY INTO THE NATURE AND CAUSES OF THE WEALTH OF NATIONS”, 
1776.　大河内一男責任編集，『国富論』，中央公論，1968年，P. 388。 
39）Adam Smith, “THE THEORY OF MORAL SENTIMENTS”，1759.　水田洋訳，『道徳感情論』（上），
岩波文庫，2003年，P. 28。
40） 同上書，P. 56。
41） 同上書，P. 58及び P. 64。
42） 飯田経夫，『経済学の終わり』，PHP研究所，1990年，P. 186。
43） E.H. Carr, “WHAT IS HISTORY ?”.　清水幾太郎訳，『歴史とは何か』，岩波書店，1962年，P. 40。
44） Thomas Robert Malthus, “An Essay on the Principle of Population”, 1798.　斉藤悦則訳，『人口論』，
光文社，2011年，P. 33。
45） 同上書，P. 133。





つがえる。」という指摘がなされている。Karl Marx, “Kur Kritik der politischen Okonomic” 1859.
武田・遠藤・大内・加藤訳，『経済学批判』，岩波書店，1956年，P. 13。
48） K. Marx, “Das Kapital”, 1867.　マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会訳，『資本論』第 1巻第 2
分冊，P. 840。
49） J.M. Keynes, “The General Theory of Employment, Interest and Money”, Macmillan &Co., Ltd., 
London, 1936.　塩野谷九十九訳，『雇用・利子および貨幣の一般理論』，東洋経済新報社，1941年，
P. 423。
50） J.M. Keynes, “Essays in Persuasion”, Macmillan & Co., 1931.　『ケインズ説得論集』，「孫の世代の
経済的可能性」（1930年），日本経済新聞社，2010年，P. 212。
